



















隷たち（2 : 18-25），妻と夫たち（3 : 1-7）に向けて語ったように，全ての受け取り手で
はなく特定のグループを対象とした訓戒である。なぜ，送り手は書簡の終結部分において
（4 : 12-5 : 11），長老たちへの訓戒を記したのだろうか。例えば Iテモテ書では，長老と







1　 Iペトロ書 5章 1-5a節に関する考察
1.1　内容と構造
初めに，Iペトロ書 5章 1節までの書簡の内容を確かめたい。4章 7節で「万物の終わ
りが迫る（Πάντων δὲ τὸ τέλος ἤγγικεν）」という終末の近接が語られるが，話題はすぐさま
書簡の受け取り手らの共同体のあり方に移る。4章 8節で最も大切なこととして互いに愛















れる（1 : 4，11，17，2 : 11）。読者らが何者であるかを折に触れて説き明かし（1 : 1，
17，2 : 11），彼，彼女らは地上ではなく，天に帰属していることを意識させている2。そし
て，「霊的な家」（2 : 5），「神の民」（2 : 10，ホセ 2 : 25），または大牧者が牧する群れに















言い回しを繰り返している。また，旧約聖書の引用（詩 34 : 13-17，箴 3 : 24）を用いて
説明する方法も同箇所と類似している。
 1 Vgl. Michaels, 278 ; Perkins, 76（パーキンス，130頁参照）。
 2 フィリ 3 : 20，ガラ 4 : 26，エフェ 2 : 12，19，ヘブ 12 : 22参照。




5 : 1-4 長老たち 2 : 18-25 奴隷たち
5 : 5a 若者たち 3 : 1-7 妻と夫たち
5b-11 みな 3 : 8-12 みな
（箴 3 : 24引用） （詩 34 : 13-17引用）
5章 2節と 3節は，否定と反意を三回繰り返して論じる構造になっている4。
2　ποιμάνατε τὸ ἐν ὑμῖν ποίμνιον τοῦ θεοῦ 
　ἐπισκοποῦντες 
　　μὴ ἀναγκαστῶς 
　　　ἀλλ᾽ ἑκουσίως κατὰ θεόν, 
　　μηδὲ αἰσχροκερδῶς 
　　　ἀλλὰ προθύμως,
3　μηδ᾽ ὡς κατακυριεύοντες τῶν κλήρων 









 4 Vgl. Nauck, 200 ; Forbes, 165. 
 5 丸括弧内は別訳を示し，亀甲括弧内は翻訳上の補い。





5：5a  若者たち  3：1‐7   妻と夫たち 
5b‐11  みな   3：8‐12   みな 




2 ποιμάνατε τὸ ἐν ὑμῖν ποίμνιον τοῦ θεοῦ  
ἐπισκοποῦντες  
μὴ ἀναγκαστῶς  
ἀλλ᾽ ἑκουσίως κατὰ θεόν,  
μηδὲ αἰσχροκερδῶς  
ἀλλὰ προθύμως, 
3  μηδ᾽ ὡς κατακυριεύοντες τῶν κλήρων  














                                            
4 Vgl. Nauck, 200; Forbes, 165.  
5 丸括弧内は別訳を示し、亀甲括弧内は翻訳上の補い。 
6 ネストレ＝アーラント・ギリシア語新約聖書の第 27版までは、「ἐν ὑμῖν」の前に「oun」が本文に採用さ
れていた（写本では î72, A, B, 614, 630）。î72を含め、比較的重要な写本を重んじたからだろう。しかし、






9 複数の写本には「κατὰ θεόν」を記されているが（î72, a2, A, P, Yなど）、これを挿入しない写本も存在す
る（B）。これが無くても文章としては問題ない。 
10「ἐπισκοποῦντες」を削る写本も存在する（a*, B, 323）。 




5：5a  若者たち 3：1‐7   妻と夫たち 
5b‐11  みな  3：8‐12   みな 




2 ι άνατε τὸ ἐν ὑμῖν ποίμνιον τοῦ θεοῦ  
ἐπισκοποῦντες  
μὴ ἀναγκαστῶς  
ἀλλ᾽ ἑκουσίως κατὰ θεόν,  
μηδὲ αἰσχροκερδῶς  
ἀλλὰ προθύμως, 
3  μηδ᾽ ὡς ατακυριεύοντες τῶν κλήρων  











に現わされる栄光を共に与 者である私は勧める。  
2 あなた方の中にいる8神の〔羊の〕群れを牧しなさい。強いられてではなく、神〔の意思〕
に従い9自発的に見守りなさい10。恥ずべき利得を得るためではなく、喜んで〔しなさい〕。  
                            
4 Vgl. Nauck, 200; Forbes, 165.  
5 丸括弧内は別訳を示し、亀甲括弧内は翻訳上の補い。 
6 ネストレ＝アーラント・ギリシア語新約聖書の第 27版までは、「ἐν ὑμῖν」の前に「oun」が本文に採用さ
れていた（写本では î72, A, B, 614, 630）。î72を含め、比較的重要な写本を重んじたからだろう。しかし、
第 28版からはそれが削除され定冠詞「τοὺς」が挿入されている（写本では a, Y, 623, 2464）。こちらの方
が文法としては正しい。 




9 複数の写本には「κατὰ θεόν」を記されているが（î72, a2, A, P, Yなど）、これを挿入しない写本も存在す
る（B）。これが無くても文章としては問題ない。 
10「ἐπισκοποῦντες」を削る写本も存在する（a*, B, 323）。 
î 含め，比較的重要な写本を重んじたからだ






5：5a  若者たち  3：1‐7   妻と夫たち 
5b‐11  みな   3：8‐12   みな 




2 ποιμάνατε τὸ ἐν ὑμῖν ποίμνιον τοῦ θεοῦ  
ἐπισκοποῦντες  
μὴ ἀναγκαστῶς  
ἀλλ᾽ ἑκουσίως κατὰ θεόν,  
μηδὲ αἰσχροκερδῶς  
ἀλλὰ προθύμως, 
3  μηδ᾽ ὡς κατακυριεύοντες τῶν κλήρων  














                                            
4 Vgl. Nauck, 200; Forbes, 165.  
5 丸括弧内は別訳を示し、亀甲括弧内は翻訳上の補い。 
6 ネストレ＝アーラント・ギリシア語新約聖書の第 27版までは、「ἐν ὑμῖν」の前に「oun」が本文に採用さ
れていた（写本では î72, A, B, 614, 630）。î72を含め、比較的重要な写本を重んじたからだろう。しかし、






9 複数の写本には「κατὰ θεόν」を記されているが（î72, a2, A, P, Yなど）、これを挿入しない写本も存在す
る（B）。これが無くても文章としては問題ない。 





5：5a  若者たち  3：1‐7   妻と夫たち 
5b‐11  みな   3：8‐12   みな 




2 ποιμάνατε τὸ ἐν ὑμῖν ποίμνιον τοῦ θεοῦ  
ἐπισκοποῦντες  
μὴ ἀναγκαστῶς  
ἀλλ᾽ ἑκουσίως κατὰ θεόν,  
μηδὲ αἰσχροκερδῶς  
ἀλλὰ προθύμως, 
3  μηδ᾽ ὡς κατακυριεύοντες τῶν κλήρων  














                                            
4 Vgl. Nauck, 200; Forbes, 165.  
5 丸括弧内は別訳を示し、亀甲括弧内は翻訳上の補い。 
6 ネストレ＝アーラント・ギリシア語新約聖書の第 27版までは、「ἐν ὑμῖν」の前に「oun」が本文に採用さ
れていた（写本では î72, A, B, 614, 630）。î72を含め、比較的重要な写本を重んじたからだろう。しかし、






9 複数の写本には「κατὰ θεόν」を記されているが（î72, a2, A, P, Yなど）、これを挿入しない写本も存在す
る（B）。これが無くても文章としては問題ない。 















この語句の使用は，おそらく，パウロ書簡からの影響が考えられる（ロマ 12 : 1，Iコリ 1 : 10
他参照）。書簡の最終章である 5章では，二回使用されている（5 : 1，12，2 : 11参照）。「あ




















5：5a  若者たち  3：1‐7   妻と夫たち 
5b‐11  みな   3：8‐12   みな 




2 ποιμάνατε τὸ ἐν ὑμῖν ποίμνιον τοῦ θεοῦ  
ἐπισκοποῦντες  
μὴ ἀναγκαστῶς  
ἀλλ᾽ ἑκουσίως κατὰ θεόν,  
μηδὲ αἰσχροκερδῶς  
ἀλλὰ προθύμως, 
3  μηδ᾽ ὡς κατακυριεύοντες τῶν κλήρων  











に現わされ 栄光を共に与る者である私は勧める。  
2 あなた方の中にいる8神の〔羊の〕群れを牧しなさい。強いられてではなく、神〔の意思〕
に従い9自発的に見守りなさい10。恥ずべき利得を得るためではなく、喜んで〔しなさい〕。  
                                            
4 Vgl. Nauck, 200; Forbes, 165.  
5 丸括弧内は別訳を示し、亀甲括弧内は翻訳上の補い。 
6 ネストレ＝アーラント・ギリシア語新約聖書の第 27版までは、「ἐν ὑμῖν」の前に「oun」が本文に採用さ
れていた（写本では î72, A, B, 614, 630）。î72を含め、比較的重要な写本を重んじたからだろう。しかし、






9 複数の写本には「κατὰ θεόν」を記されてい î72, a2, A, P, Yなど）、これを挿入しない写本も存在す
る（B）。これが無くても文章としては問題ない。 
10「ἐπισκοποῦντες」を削る写本も存在する（a*, B, 323）。 
î 2, A, P, Yなど），これを挿入しない写本も
 存在する（B）。これが無くても文章としては問題ない。
10 「ἐπισκοποῦντες」を削る写本も存在する（a*, B, 323）。






（Πέτρος ἀπόστολος Ἰησοῦ Χριστου）」とあり，送り手は「使徒」であることを強調しているが，
この箇所では自らも長老の一人であると語り掛けている。この点に関して辻は，「長老が
今や，使徒がかつて担った務めを果たすべき存在であることが示される」と説明する
が12，使徒と長老とは当時の教会の職位理解では異なっていると思われる（使 15 : 2，4，6，














次に，「キリストの受難の証言者（μάρτυς τῶν τοῦ Χριστοῦ παθημάτων）」とは何を意味す
るのだろうか。ここでは，イエス・キリストの受難を目撃したことを意図しているのか（II







15 パウロは，自分が「使徒」という特別な存在であると度々強調する（ロマ 1 : 1，11 : 3，Iコリ 1 : 1，
9 : 1，15 : 9他）。彼の偽名書簡も同様である（コロ 1 : 1，Iテモ 1 : 1，7他）。しかし，自分や
その他のメンバーを教会の働きに加わる「協力者，同労者（συνεργός）」であるとも述べている（ロ
マ 16 : 3，9，21，Iコリ 3 : 9， IIコリ 1 : 24，8 : 23，フィリ 2 : 25，4 : 3，Iテサ 3 : 2，フィレ 1，
24）。




























17 Bauer, 1000-1002. 法廷での事実を証言する者の意味としては，例えば以下，申 17 : 6，19 : 15，
マタ 18 : 16，IIコリ 13 : 1，Iテモ 5 : 19他。とりわけルカ文書では，この語句は重要な働きを担っ
ている。復活後のイエスは，死と復活の証人として弟子たちを宣教へと派遣する（ルカ 24 : 48）。
事実，その後，弟子たちは証人となる（使 1 : 8他多数）。




は指摘する。Brox, 229（ブロックス，315頁）。Vgl. Schweizer （1972）, 98 ; Vahrenhorst, 188. 同様
に速水，429頁参照。
20 Iペト 1 : 7，11，21，4 : 13，14，5 : 4，10参照。
21 Iクレ 16 : 1，44 : 3，54 : 2，57 : 2，ポリ手紙 6 : 1，イグ・ロマ 9 : 1，イグ・フィラ 2 : 1参照。
長老たちへの勧告
27
者として羊を養うキリストの比喩を思い出させる（ヨハ 10 : 7以下）22。「ποίμνιον」は単な
る「群れ」であるが，本訳では「羊の」と補って訳した。キリスト教の共同体を群れと呼
ぶのは，ルカ文書で用いられている表現である（ルカ 12 : 32）。パウロは，エフェソにい















この語句の理解も困難である29。「κατὰ θεόν」は，Iペトロ書では 4章 6節にも見出せるが，
別な意味として用いられている。「人間として肉においては裁かれても，霊においては神




22 旧約聖書において，神とイスラエルは牧者と羊の関係で比喩的に語られる。エレ 23 : 1-4，エゼ
34，ゼカ 11 : 4-17他参照。その他，クムラン文書でも確認できる（CD XIII, 7-12）。






























30 1 : 2では「神の予知によって（κατὰ πρόγνωσιν θεοῦ）」とある。シュナイダーも「神の意思（Gottes 
Willen）」と補って訳している。Schneider, 87（シュナイダー，207頁）。ブロックスは「神の委託
によって（Gottes Auftrag）」。Brox, 225（ブロックス，309頁）。他にもシュヴァイツァーは「wie 
Gott es will」。Schweizer （1972）, 97.　Vgl. Vahrenhorst, 189. 




やはり報酬でも問題ないと思われる。同意見は川島（1991），313頁。Vgl. Dibelius/ Conzelmann, 
61 ; Johnson, 277f ; Roloff, 308f.
32 Iテモ 3 : 1-7の「監督（ἐπισκοπή）」に対する訓戒でも，金銭欲に厳しく咎めている。テト 1 : 5-9，
ディダケー 15 : 1参照。




35 使徒の選出は籤で決定し（使 1 : 26），パウロらは長老たちを任命したとあるが（使 14 : 23），こ
の共同体の割り当てをどのように決めたのかはここからは明らかではない。ナウクは「κλῆρος」
の語意を詳細に検討しており，それは「位階（Rangplätze）」を意味すると解している。Nauck, 
211. しかし，この Iペト 5 : 3の文脈では，いささか不自然のように思える。ここでは地位の問







範に則る生き方を示す際の術語となっている（フィリ 3 : 7，Iテサ 1 : 7，IIテサ 4 : 12，
Iテモ 4 : 12，テト 2 : 7参照）36。上に立つ者の定めは支配することではなく（IIコリ 1 : 24
参照），成員に対して生き方の手本を示すことであると教えられている。Iペトロ書では
しばしば訓戒を提示する際，模範的な存在を例として挙げている。たとえば，奴隷に対し
















者に対してパウロに倣う生き方を勧めている（Iテモ 1 : 16，IIテモ 1 : 13）。
37 類似した語句としてヘブ 13 : 20。
38 Iテサ 2 : 19，Iコリ 9 : 25，IIテモ 4 : 8，ヤコ 1 : 12，黙 2 : 10他参照。他にもユダヤ教黙示文
学などに終末時に「冠」を受ける記述が見られる。シリ・バル黙 15 : 8，遺レビ 8 : 2，遺ベニ 4 : 1，




ない。Vgl. Grundmann, ThWNT, VII, 630. しかし，ここでは原語のニュアンスをそのまま訳し「消
えることのない」とした。研究者の間では，「ἀμαράντινος」が植物「アマランサス」の冠を指して
いるという指摘があるが，明らかではない。Vgl. Selwyn, 233 ; Michaels, 288. 宮平，214頁参照。







すのか42。 ② 入信して間もない信徒を指しているのだろうか43。 ③ それとも教会の指導
者である長老に対してそれに従う一般信徒のことを指すのだろうか（田川訳「平信













41 イグ・トラ 3 : 1，ポリ手紙 5 : 2，3参照。
42 Vgl. Schelkle, 130 ; Dubis （2010）, 163f ; Forbes, 170.
43 Vgl. Elliott, 838-840.
44 Vgl. Windisch, 79 ; Goppelt, 331 ; Feldmeier, 159 ; Vahrenhorst, 192 ; Achtemeier, 331 ; Michaels, 
289.
45 Vgl. Selwyn, 233 ; Kelly, 204f. 確かに，このように理解すれば，年齢の重ねた者と若者とが対にな
る。
46 長谷川と樋脇の考察に従えば，ローマ帝国の平均寿命が 20歳から 25歳と考えられている。当時
はゼロ歳児の死亡率が極めて高かったので（約 3割），それが平均寿命を押し下げている。平均




47 Iテモ 5 : 17でも同じ語句の「πρεσβύτερος」が用いられているが，ここでは教会の長老に関する
言及であり，5 : 1と区別している。土屋，74，78頁参照。レビ 19 : 32（LXX）でも年長者に尊
敬の念を示せと教えている。「ἀπὸ προσώπου πολιοῦ ἐξαναστήσῃ καὶ τιμήσεις πρόσωπον πρεσβυτέρο」。
48　 Iクレ 1 : 3，21 : 6参照。











も使われているが，動詞「ὑποτάσσω」は分詞として同 2 : 18，3 : 1，5，22において使わ















51 新約聖書では計 65回使用されている。長老についての詳細な解説は以下。Bauer, 1402f ;  
Bronkamm, ThWNT, VI, 651-683 ; Rohde, EWNT, 356-359（ローデ，181-183頁）。松見，21-36頁。
52 ユダヤ教文献における長老については，以下に詳しい。Bronkamm, ThWNT, IV, 655-661 ; Camp-
bell, 20-66. 松見，48-58頁。
53 ルカ 15 : 25「年上の息子（ὁ υἱὸς αὐτοῦ ὁ πρεσβύτερος）」，使 2 : 17（ヨエ 3 : 1の引用），ヨハ 8 : 9，
Iテモ 5 : 1，2（πρεσβύτέρα），創 18 : 11-12，19 : 4他。
54 「父祖たちの言い伝え」: マタ 15 : 2，マコ 7 : 3-5。ヘブ 11 : 2以降では信仰の証人として，アベ
ル，エノク，ノア，アブラハムなどの名が列挙されている。
55 ルカ 7 : 3，ヨシュ 20 : 4，ルツ 4 : 2，ユディ 8 : 10，10 : 6。
56 マタ 16 : 21，マコ 8 : 31，ルカ 9 : 22，22 : 52，使 4 : 5，23，6 : 12他。クムラン宗団にも共同
長老たちへの勧告
32
③　 教会の指導者としての長老 : 主に使徒言行録では，エルサレムを中心とした初代教
会において指導的存在であった長老について記されている57。
④　 教会の職務としての長老 : 新約文書の中で比較的後期に成立したと考えられる書
簡では，職制としての長老について言及している58。Iペトロ書 5章 1節以下もこの
職務の呼び名として長老について記している。
⑤　 天的存在としての長老 : ヨハネ黙示録では天上の礼拝に集い，四頭の生き物と共に
玉座を前にする 24人の長老について語られている59。














ねる（15 : 2，4，6，22，23，16 : 4）。これらの箇所には「使徒たちと長老たち」という
順で記されているので，後者は前者より地位が低い存在であったことがうかがえる。使徒
会議においては，使徒であるペトロや主の兄弟ヤコブが主に発言しており，長老は会議の
体の指導者たる監督が存在していた（CD XIII,1-22, XIV, 9-11）。
57 使 11 : 30，14 : 23，15 : 2，4，6，16 : 4，20 : 17他。IIヨハ 1 : 1，IIIヨハ 1 : 1に記された書
簡の送り手である長老も，職制としてのそれではなく，ヨハネ共同体の指導的立場を指す存在と
考えられる。
58 Iテモ 5 : 17，テト 1 : 5，ヤコ 5 : 14，Iクレ 57 : 1他。
59 黙 4 : 4，10，5 : 5-14，7 : 11，13，11 : 16，14 : 3，19 : 4。長老は天使のような天的存在とし
て神を礼拝する。佐竹（2009），229-223頁参照。


























込んだ異端の教えを排斥するように呼び掛けられ（1 : 3-20，4 : 1-16，6 : 3-21），それに
挟まれる形で教会制度に関する指示とその成員への教えが示されている（2 : 1-3 : 16，






では，長老団の職権を強調している（イグ・エフェ 2 : 2，4 : 1，20 : 2，イグ・マグ 2 : 1，
































コリ 12 : 1-11），ここでは人格的な資質が主に問われているのはいささか奇妙に思える。確かに




















ペト 5 : 5「従いなさい」参照）。つまり，Iペトロ書の時代，長老という職務が教会内に
確かに存在していたが，まだその地位は固定化されたものではなく流動的であった。また，
特筆すべきは，Iテモテ書において監督や執事は家庭生活も健全であることが求められて



























71 Iクレ 42 : 1-5では神からキリスト，使徒，そして監督，執事という系統が明確にされている
（44 : 1-6参照）。イグ・マグ 3 : 1-2，7 : 1，13 : 1-2では監督に最大限の敬意を払うことが命じ







テトス書でも同様に異端に対抗して，健全な教えを説くように勧める（1 : 9，2 : 1）。
テトス書と Iテモテ書の構造とその内容は多くの点で類似している。異端から共同体を守
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